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初めてサケの稚魚の飼育に取り組ん
だ新宮小。児童たちは、

「大きくなってね」と、長茂川に育
った稚魚を放しました。

「元気に泳いでいます」

「大きくなって帰って来てね」と、鉾田小の児童たち。

サケの稚魚放流
旭北小では、全校児童で大谷川に
放流しました。 　

「
元
気
に
育
っ
て
ね
」

　

「
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
こ
い
よ
ー
」

　

3
月
12
日
、
鉾
田
小
の
3
年
生
た
ち
が
、
鉾
田
川
で
サ
ケ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ケ
は
、
子
ど
も
た
ち
が

昨
年
の
12
月
か
ら
、
卵
の
ふ
化
や
稚
魚
の
成
育
を
し
て
き
た

と
の
こ
と
。
こ
の
日
、
晴
れ
て
旅
立
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ケ
の
放
流
は
、
西
台
虹
の
友
の
み
な
さ
ん
が
、
鉾

田
学
区
生
涯
学
習
推
進
会
議
の
協
力
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

や
市
民
の
方
々
に
、
地
域
の
環
境
や
命
の
尊
さ
な
ど
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
。
今
年
は
、
市
内
の
7
つ
の
小

学
校
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
参
加
し
、
市
内
の
各
地

で
サ
ケ
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
虹
の
友
の
市
村
は
つ
ゑ
さ
ん

は
「
環
境
を
良
く
す
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
事
が
大
切
で
す
。
サ
ケ
の
飼
育
を
通
し
て
、
命
の

尊
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
の
環
境
に
少
し
で
も
目
を
向

け
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
サ
ケ
の
放
流
は
今
年

で
4
年
目
な
の
で
、
秋
に
大
き
く
育
っ
た
サ
ケ
が
戻
っ
て
来

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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鉾田市行政組織図（平成25年度案）
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鉾田市行政組織図（平成25年度案）
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鉾田市行政機構図（H25.4.1）

鉾 田 市 行 政 機 構 改 編
　4月 1日付けで、市の行政機構の一部が変更になりました。
　主な変更点としては、水道事業と下水道事業を総括する上下
水道部の新設、総務部に秘書広聴課、産業経済部に商工観光課、
建設部に都市計画課が設置されました。

　上下水道部は、水道部の旭水道事務所と大洋水道事務所を廃
止し鉾田水道事務所に統合した上で、鉾田水道事務所を水道課
に名称変更、建設部の下水道課を編入しました。なお、下水道
課は市役所から西台（鉾田市塔ヶ崎 790-2）へ移りました。

変更になった部署
閉鎖になった部署

【 市 役 所 】
■総務部
　・総務課内の秘書室を秘書広聴課を設置
■経済産業部
　・商工観光課を設置（産業経済課から商工観光業務を分離）
■建設部
　・都市計画課を設置（都市建設課から都市計画業務を分離）
　・都市建設課の名称を道路建設課に変更
　・下水道課を上下水道部へ変更
■上下水道部（新設）
　・建設部から下水道課を変更
【水道事業】
　・水道部から上下水道部へ
　・旭水道事務所、大洋水道事務所を閉鎖（施設管理を集中管理にするため）
　・鉾田水道事務所を水道課へ名所変更

行政機構の変更内容

　4月から、高齢福祉係が社会福祉課から介護保険課（鉾田保健センター
内）へ移りました。

東
日
本
大
震
災
に
係
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金（
基
礎
支
援
金
）

申
請
期
間
再
延
長
の
お
知
ら
せ

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
（
国
の
支
援
金
）
に
つ
き
ま

し
て
、
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
限
が
平
成
26
年
4
月
10
日
ま

で
1
年
間
再
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、「
半
壊
」
及
び
「
大
規
模
半
壊
」
の

り
災
判
定
（
住
家
）
を
受
け
た
方
で
、
住
家
を
解
体
し
て
、

基
礎
支
援
金
の
申
請
で
き
る
期
間
は
、
平
成
26
年
4
月
10

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

市
役
所　

社
会
福
祉
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１
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内
線
）
１
５
６
５
・
１
５
６
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問
基
礎
支
援
金
申
請
期
間
：
平
成
26
年
4
月
10
日
ま
で

加
算
支
援
金
申
請
期
間
：
平
成
26
年
4
月
10
日
ま
で

基
礎
支
援
金
と
は
： 

住
家
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給

す
る
支
援
金

加
算
支
援
金
と
は
： 

住
家
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給

す
る
支
援
金

変更があった市長部局と
水道事業のみ

平成 25年度市職員人事異動
（課長級以上）

部
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総
務
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小
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市
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小
島
一
夫

産
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小
沼
頼
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建
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教
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兼
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兼
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司
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平
成
24
年
度
に
引
き
続
き

平
成
24
年
度
に
引
き
続
き

【
対
象
住
宅
】

　

専
用
住
宅
、
店
舗
兼
住
宅
、
事
務
所
兼
住
宅

※
非
住
家
は
対
象
外

【
対
象
者
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

平
成
23
年
3
月
11
日
の
震
災
日
、
鉾
田
市
に
居
住
し
、
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
方

② 

鉾
田
市
内
に
所
有
し
、住
居
し
て
い
る
住
宅
を
修
繕
し
た
方（
所

有
者
以
外
の
方
は
、
所
有
者
の
同
意
書
が
必
要
）

③
修
繕
費
用
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
込
み
）
支
出
さ
れ
た
方

④ 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
、
鉾
田
市
災
害
見
舞
金
、
茨
城

県
災
害
見
舞
金
等
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
方

※ 

り
災
の
程
度
判
定
が
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
の
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
額
】

○
修
繕
費
用
の
10
％
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）、
限
度
額
5
万
円

○ 

1
世
帯
、
1
住
宅
に
つ
き
1
回
限
り
（
申
請
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

【
対
象
工
事
】

○
屋
根
、
外
壁
、
内
壁
、
基
礎
等
の
修
繕
復
旧
工
事

○ 

住
宅
に
付
随
す
る
水
道
設
備
及
び
下
水
道
等
で
設
備
一
体
の

修
繕
復
旧
工
事
（
配
管
設
備
を
含
む
こ
と
）

※ 

塀
、
擁
壁
、
墓
石
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
等
の
電
化
製
品
、
装

飾
品
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

●
領
収
書
の
写
し
（
1
部
）

●
修
繕
完
了
後
の
写
真
（
り
災
証
明
の
無
い
方
）

●
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
）

● 

預
金
通
帳
の
写
し
（
銀
行
支
店
名
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義

人
が
分
か
る
部
分
）

●
「
り
災
証
明
」
の
あ
る
方
は
、
そ
の
写
し
（
1
部
）

　

※
新
た
に
「
り
災
証
明
」
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

※ 

高
速
道
路
無
料
化
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
り
災
証
明
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
既
に
助
成
金
を
受
け
ら
れ
た
方
は
対
象
外
で
す

民 生 委 員 児 童 委 員 は
あ な た の 相 談 相 手 で す

地区名：小高根・玄生地区

委員名：井
いさか
坂　麗

れいこ
子

民生委員児童委員に関するお問い合わせ
市福祉事務所社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1566）

問

防
災
ラ
ジ
オ

貸
し
出
し
中
で
す
！

　
　
　

  

市
役
所　

総
務
課　

☎
３
３
〜
２
１
１
１ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
２
５
３

問

　

鉾
田
市
で
は
、
市
内
の
世
帯
（
旧
旭
村
、
大
和
田
小
学
区
を

除
く
）
を
対
象
に
、防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
受
信
で
き
る
「
防

災
ラ
ジ
オ
」
の
無
償
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
し
出
し
対
象
世
帯

　

 　

鉾
田
市
（
旧
旭
村
、
大
和
田
小
学
区
を
除
く
）
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
世
帯

　

※
1
世
帯
に
1
台
の
貸
し
出
し

●
受
付
期
間

　
　

平
成
25
年
5
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
　

                              

受
付
時
間
は
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

※ 

土
日
祝
日
は
受
付
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
貸
し
出
し
方
法

　

 　

市
役
所
本
庁
舎
・
大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
の
受
付
窓
口
へ

「
運
転
免
許
証
」、「
健
康
保
険
証
」
な
ど
本
人
確
認
が
可
能

な
書
類
、「
印
鑑
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
受
付
窓
口
に
備
え

付
け
の
『
防
災
行
政
無
線
局
固
定
系
戸
別
受
信
機
保
管
証

書
』
に
必
要
事
項
を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

代
理
で
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、
代
理
の
方
の
印
鑑
と
身

分
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
受
付
窓
口

　

 

・
市
役
所
本
庁
舎
（
2
階
・
農
業
委
員
会
隣
り
）

　

・
大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー

※ 防災行政無線の放送が受信できな
かった世帯へは、屋外アンテナ等の
設置を行う予定です。

※ この防災ラジオは、旭・鉾田・大洋
の区域に係わらず、全ての放送が受
信されます。

※ 受信の確認については、毎日の定時
放送（7:00、11:30、17:00）のメロ
ディーで確認をしてください。

※ 防災行政無線の放送が受信できな

こちらは
防災ほこたです！

受付期間
  延長！

3 月 1 日付けで、新たに 3名の
方が民生委員児童委員に委嘱さ
れました。

地区名：白塚地区

委員名：塙
はなわ
　 正義

地区名：青山地区（大洋地区）

委員名：水
みずかみ
上   茂

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
は
、
農
用
地
と

し
て
利
用
す
る
た
め
の
「
農
用
地
区
域
」
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、

原
則
と
し
て
農
業
以
外
の
目
的
に
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
を
、

や
む
を
得
ず
農
業
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る

場
合
に
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
転
用
の
許

可
申
請
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き

（
農
振
除
外
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
用
地
利
用
計
画
を
変
更
（
農
振
除
外
）
す

る
と
き
に
は
、「
農
振
除
外
５
要
件
」
を
す
べ

て
満
た
し
、
さ
ら
に
関
係
法
令
の
許
可
見
込
み

が
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
】

「
農
振
除
外
５
要
件
」

①
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
べ
き
土
地
が
な
い
こ
と
。

　

・
農
用
地
以
外
の
土
地
と
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
な
土
地
か
？

　

・
農
用
地
区
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
代
替
す
る
土
地
が
な
い
か
？

② 

農
業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

　

・
周
辺
農
用
地
の
営
農
環
境
へ
の
支
障
が
軽
微
か
？

　

・
農
地
の
集
団
性
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
か
？

　

・
土
地
利
用
上
の
混
在
が
生
じ
な
い
か
？

③ 

土
地
改
良
施
設
等
の
有
す
る
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
。

　

・
農
業
用
用
排
水
施
設
の
分
断
や
排
水
の
阻
害
な
ど
の
お
そ
れ
が
な
い
か
？

④
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
完
了
後
８
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

　

・
事
業
の
実
施
中
ま
た
は
事
業
実
施
完
了
公
告
後
８
年
未
満
で
は
な
い
か
？

⑤ 

担
い
手
に
よ
る
農
用
地
利
用
集
積
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
こ
と
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
鉾
田
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
農

用
地
区
域
の
変
更
（
除
外
・
編
入
）
を
予
定
し
て

い
る
方
は
、
協
議
会
開
催
時
に
合
わ
せ
て
、
申
請

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

市
協
議
会
開
催
月

申
出
受
付
期
間

平
成
25
年
6
月

平
成
25
年
5
月
1
日
〜
31
日

平
成
25
年
10
月

平
成
25
年
9
月
2
日
〜
30
日

平
成
26
年
2
月

平
成
26
年
1
月
6
日
〜
31
日

※ 

転
用
目
的
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
除
外
出
来
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※ 

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
と
な
る
ま
で
に
約
6
か

月
の
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所　

産
業
経
済
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
１
６
３

問

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

住
宅
修
繕
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

まさよし

しげる
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市
民
自
ら
の
発
想
と
行
動
に
よ
っ
て
地
域
の
課
題
を
解

決
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
市
民
活
動
団
体
等
が
実
施
す
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
団
体
の
要
件
】

○ 

5
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、
そ
の
8
割
以
上
が
鉾
田

市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
あ
る
こ
と

○
主
に
市
内
で
活
動
を
お
こ
な
う
団
体
で
あ
る
こ
と

○
適
切
な
会
計
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

○
任
意
の
団
体
に
つ
い
て
は
規
約
等
を
有
し
て
い
る
こ
と

【
補
助
対
象
と
な
る
事
業
】

　
補
助
対
象
と
な
る
の
は
、
前
記
団
体
が
実
施
す
る
公
益

的
・
継
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
年
度
内
に
他
の
補
助
金
、
助
成
金
等
を
受
け
て
い
る
事
業

○
過
去
に
他
の
市
町
村
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
い
る
事
業

○ 

他
団
体
及
び
特
定
個
人
へ
の
、
金
銭
ま
た
は
物
品
の
提

供
を
主
た
る
目
的
と
す
る
事
業

○
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
及
び
営
利
目
的
の
営
業

【
補
助
の
内
容
】

名　
　

称

補
助
の
内
容

活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
事
業
、
は

じ
め
た
ば
か
り
の
事
業
に
対
し
、

最
大
5
万
円
を
補
助

活
動
促
進
支
援

こ
れ
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
事

業
を
拡
大
・
発
展
し
て
お
こ
な

う
事
業
に
対
し
、
最
大
10
万
円

（
事
業
費
総
額
の
１
／
２
の
額
）

を
補
助

■ 指定の申請用紙（市役所企画課で配布）に
ご記入の上、市役所企画課（本庁舎 3 階）
に提出してください。 
　（受付：4/3（水）～ 5/31（金）

平日の 9:00 ～ 17:00）
※ 提出書類の審査と団体へのヒアリング審査
（6月上旬予定）によって補助金の交付を決
定します。審査は、市民及び行政で組織さ
れた補助金審査委員会が行います。

【応募方法等】

市民協働を
推進する事業に
最大10万円
補助します

締め切り
 5/31

【過去の実績】
■ 平成 24 年度は、下記の団体が実施した事業
に補助金を交付しました。

団体名 事業内容

ほこたカルタを普及する会
ほこたカルタ大会の
実施・ほこたカルタ
展示パネルの作成

鉾田市まちづくり推進会議
仲間づくり部会

婚活 de まちづくり
の実施

登録店大募集！！登録店大募集！！
鉾田市産品

PR推進店に登録して、店舗や商品をPRしよう！
市役所産業経済部商工観光課　☎３３ー２１１１

　鉾田市産品ＰＲ事業では、鉾田市産品を使用した商品の製造・提供・

販売を行っている市内の事業者の皆さまを、積極的にＰＲします。

　登録の対象となるのは、鉾田市内に所在し、鉾田市産の農産物・
畜産物・水産物及びその加工品の調理・製造・販売を行っている以
下の店舗です。
◎飲食店（一般食堂、料理店、旅館、弁当店、レストランなど）
◎加工品の製造販売店（パン店、菓子店、惣菜店など）

　登録を受けようとする事業者は、鉾田市産
品ＰＲ推進店登録申請書（市役所産業経済部商
工観光課で配布）に必要事項を記入のうえ、商
工観光課へお申し込みください。登録の申請内
容等を審査し、登録の可否を後日通知します。
※登録要件があります。
※登録料は無料です。

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
団
体
を
応
援
し
ま
す

申請資格

申請方法

鉾
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費

補
助
金
の
ご
案
内

鉾
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費

補
助
金
の
ご
案
内

鉾田市産品ＰＲ推進事業　登録店と登録商品のご紹介！

活魚割烹　よこ多
かき揚げ天

ヘルシーサラダ

季節のフルーツ

和洋菓子　ヤマモト パン工房　壹番舘

こめ粉メロンパン

ふじのや菓子店

鉾田ポテト

ホテルニュー麻生
宴会料理

（野菜てんぷら、デザー

ト 他）

大村庵

ほ
こ
た

の
「うまい」を提

供
し
ま
す

鉾

田
市
産品
ＰＲ推進店

登
録

登録店には
ＰＲグッズを
提供します。

スイーツポテトパイ鉾ほこ

鉾タルト

とろろそば

サラダうどん

（金）

問

問

市
役
所  

企
画
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
３
０
１
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WARNING !

公  共  下  水  道
農業集落排水施設

使用料のお知らせ

種　別 使用形態 汚水の算定方法 請求・領収書関係

公共下水道

上水道 上水道の使用水量
井戸メーターを設置し
た場合は、2か月ごと
の検針となり、請求も
2か月遅れとなります。

例：5月末に検針
　　6月に 4月分請求
　　7月に 5月分請求

口座振替の方は、領収
書が検針表に印字され
ます。

井戸水

１. 井戸メーター（※ 1）
の使用水量

2. 使用水量が確認できな
場合は認定水量（※ 2）

上水道と
井戸水の
併用

1. 上水道使用水量と認定
水量を比較して多い方
2. 井戸水に井戸メーター
を設置する場合は、その
使用水量と上水道使用水
量を合算する

農業集落排水
　基本料金 2,000 円＋

（600 円×世帯人員）　

※ 1　井戸メーター： 井戸水のみ、または上水道と井戸水の併用の場合、市
が費用を負担し井戸メーターを設置します。

※ 2　認 定 水 量： 井戸メーターが設置できず、井戸水の使用水量が確認
できない場合は世帯人数と認定水量から算定します。
認定水量は、一日当り一人が排出する汚水量で、市下
水道計画の生活汚水量原単位を 240 ℓ / 人・日から次の
ように算出します。

　　　　　　　　　  240 ℓ / 人・日× 30 日＝ 7.2 ㎥≒ 7 ㎥

【認定水量で算出される使用料例：3人世帯の場合】
　3人× 7㎥（認定水量）＝ 21 ㎥（１か月分の使用水量）
　基本料金 2,310 円＋（超過水量 11 ㎥×超過単価 126 円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ 3,696 円

内　訳 使用水量（㎥） 単　価（税込）

基本料金 10 ㎥まで 2,310 円

超過料金

（1㎥につき）

　10 ㎥を越え

50 ㎥まで
126 円

50 ㎥超　 136.5 円

区  分 使用料（月額） 適用範囲基本料金 人数割料金

一般用 1世帯 2,000 円
世帯員 1人につき
600 円

一般世帯

一般
営業用

1世帯 3,000 円

世帯員数に営業に
係る換算処理人員
を加えた人員 1人
につき 500 円

一般用と業務用と
に区別し難い世帯

業務用
1事業所につき
3,000 円

換算処理人員 1人
につき 500 円

事業所、事務所、
集会施設等

公共用
1 施設につき
2,000 円

換算処理人員 1人
につき 200 円

幼稚園、学校、公
民館等

　供用開始から 3 年以内に接続した方に、早期接続奨励金
（32,000 円）が交付されます。早期の接続をお願いいたします。

■公共下水道使用料

■農業集落排水施設使用料

■汚水の算定方法と請求・領収書関係について

市役所下水道課　☎３２－８３８１
4月から所在地が鉾田市塔ヶ崎 790-2 に変わりました！

　　　　　　　　　  240 ℓ / 人・日× 30 日＝ 7.2 ㎥≒下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」

不法投棄監視カメラ
作動中

不法投棄監視カメラを設置しました
　鉾田市では、廃棄物等不法投棄防止対策のひとつとして、
24 時間の監視ができる定点監視カメラを県道茨城鹿島線
沿いに設置しました。この監視カメラは、不法投棄に関す
る情報入手のほか、廃棄物等積載車両に
対する抑止効果を期待しており、意図的
に監視カメラが作動中であることを表示
しております。
　なお、撮影された画像は「鉾田市不法
投棄監視カメラの設置及び運用に関する
要綱」により、適正に管理・運営を行い
ます。

24 HOUR VIDEO SURVEILLANCE

市役所　生活環境課　☎３３ー２１１１ 　
（内線）１１３１

問

市税等滞納による
不動産公売の執行について

茨城租税債権管理機構（茨城県水戸合同庁舎内）
☎０２９～２２５～１２２１  http://www.ibaraki-sozei.jp/

問
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北浦湖畔駅

新鉾田駅

徳宿駅

鹿島旭駅

涸沼駅

箕輪

下太田

上釜

上太田

田崎

鹿田

造谷

玉田
荒地

沢尻

子生

冷水

勝下新田

勝下

樅山

滝浜

柏熊新田

湯坪

柏熊

白塚

大竹

青山

台濁沢

汲上

上沢

飯島

上幡木

中居

札

大蔵

江川

阿玉

梶山

二重作

安塚

烟田鉾田

新鉾田

塔ヶ崎

飯名

秋山

当間

借宿

半原

野友

串挽

高田

青柳

鳥栖

下冨田

上冨田

大和田

菅野谷

紅葉 舟木

大戸
常磐

徳宿

駒木根

安房

新鉾田西

旭北小

旭西小

舟木小

鉾田北中

巴第一小

大和田小

青柳小

当間小

野友小

串挽小

鉾田第二高

鉾田第一高

鉾田小

新宮小

徳宿小

鉾田農高

諏訪小

上島東小

大洋中

白鳥東小

白鳥西小

旭南小

〒

〒

〒

〒

〒

〒

〒

旭東小

旭中

子生局

〒

諏訪局

JA

〒
新宮局

大竹小

ドライブイン 51 号

JA

市役所支所

大洋局

上島西小

大洋運動場

つばさ幼稚園

旭幼稚園

市役所支所

田崎局

鉾田北幼稚園

巴局

鉾田舟木局

借宿簡易局

鉾田駅前局

鉾田南中

鉾田市役所

華養院
安祥寺

無量寿寺

円満寺

華徳院

〒 秋津局

鹿島神社

樅山神社

〒 徳宿局

新宮神社

GS
JA

GS

GS

大竹海水浴場

京知釜海水浴場

●売却区分番号　25-4
　見積価額　2,080,000 円（公売保証金 210,000 円）
　所　在　　紅葉字葉柄境 892 番 12
　地　目　　畑　　  　地　積　　4,287 ㎡
※ 詳細については機構ホームページをご覧ください。
※滞納税の完納などにより中止となる場合があります。

1. 入札には、鉾田市農業委員会が発行す
る「買受適格証明書」が必要になります。
【申請期限：平成 25年 5月 10 日（金）】
２. 入札当日に公売保証金、身分証明書、
印鑑、委任状（代理人が入札する場合）、
収入印紙、買受適格証明書などが必要
です。詳しくは、事前に茨城租税債権
管理機構までお問い合わせください。

●入札される方へ■
入 

札

　
日
時
：
平
成
25
年
6
月
4
日（
火
）

　
　
　
　
13
時
20
分
〜
14
時

　
　
　
　
受
付
は
12
時
50
分
か
ら

　
　
　
　 （
13
時
か
ら
入
札
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
す
）

　
場
所
：
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎

　
　
　
　
2
階
大
会
議
室

　（
水
戸
市
柵
町
1
丁
目
3
番
1
号
）

問
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鉾田市ファミリーサポートセンター会員募集中！

子育てを応援します。

①保育園・幼稚園の送迎や預かり

②保育園・幼稚園の保育開始までと帰宅後のお預かり

③学童保育からの帰宅後の援助

④子どもの病気（軽度）の援助

⑤冠婚葬祭など外出時の子どものお預かり

⑥保育園などの休園日等の援助

援助活動の内容　　※協力会員宅での援助が原則となります。

利 用 日 ・ 時 間 利用料金
月曜～金曜
7:00 ～ 19：00

1 時間当り
700 円

土・日・祝日（年末年始は除く）
早朝・夜間

1時間当り
800 円

※兄弟など 2以上のお子さんをお預かりする場合には、
2人目以降の料金は半額となります。

■利用料金　　※登録は無料です。

　市内に居住または勤務し、生後 6か月から中学校就学前までの
お子さんをお持ちの方で、子育ての手助けをしてほしい方を利用
会員として募集しています。 鉾田市

ファミリーサポート

センター

利用会員 協力会員

報酬

援助

登
録
・

　
　
依
頼

援
助
依
頼

登
録

お願いし
ます

預かります

　協力会員は講習会などで、子
どもたちが安全で楽しく過ごせ
るようにいろいろと学んでいま
す。お子さんをお預かりするこ
とは自分にとっても刺激になり
ます。それと、以前預かったこ
とのある子が私を覚えていてあ
いさつをしてくれた時はうれし
かったですね。
　子育て中の方は、安心してこ
の制度をご活用ください。

不妊治療費助成制度のお知らせ
体外受精及び顕微授精に要した費用の一部を助成します。

　鉾田市では、次世代育成支援の一環として、不妊治療の経済的負

担の軽減を図るため、医療保険が適用されず、高額の医療費がかか

る配偶者間の不妊治療に要する費用の一部を助成します。

対象となる方

（１）法律上の婚姻をしていること

（２）夫婦のいずれかが市内に引き続き1年以上住所を有していること

（３）特定不妊治療以外に妊娠が望めないと医師が診断していること

（４） 茨城県が指定する医療機関及び県が認める各都道府県の医療  

　　  機関において実施する特定不妊治療であること

（５）茨城県不妊治療費補助金の交付決定を受けていること

（６）鉾田市の税または税外収入金を滞納していないこと

※次の要件すべて満たす必要があります

助成金の額及び期間

　1回の治療につき 5万円まで、1年度目は年 3回まで、2年度目

以降年 2回を限度に、通算 5年間助成します。ただし、通算 10 回

までとします。

助成の申請

　治療が終了した日の属する年度内に、

鉾田市不妊治療費助成金交付申請書を健康

増進課に提出してください。なお、年度とは、

４月から翌年の３月までの期間です。

問 市役所　健康増進課　☎３３ー３６９１（直通）

鉾田市不妊治療費助成金交付申請書を健康

鉾田市ファミリーサポートセンター（鉾田市社会福祉協議会内）
●本所☎ 32-5831　●旭支所☎ 37-3571　●大洋支所☎ 34-5200

協力会員の田山正子さんと

お孫さんの千尋ちゃん

子宮頚がん子宮頚がん
ヒブワクチンヒブワクチン
小児の肺炎球菌小児の肺炎球菌 接種の対象年齢が変わります。

3 ワクチンが
定期接種になります！

問 市役所　健康増進課　☎３３ー３６９１（直通）

ワクチン 対象年齢等 回数 間隔等

子宮
頚がん

小6～高
1 相当の
女子

6 月間の間に 3
回接種（間隔等
は医師とご相談
ください

3回
中学 1年生女子には個別通知
※ 小6年生は希望があれば接種可
中 2～高 1は未接種者のみ

ヒブ

生後2月
以上、生
後60月に
至るまで

生後 2月～ 7月
に至るまで

4回
1期初回：4～ 8週の間隔で 3回
追加：3 回目接種後、7 ～ 13 月
の間に 1回

生後 7 月～ 12
月に至るまで

3回
1期初回：4～ 8週の間隔で 2回
追加：2 回目接種後、7 月～ 13
月の間に 1回

生後 12 月～
60月に至るまで

1回 1回のみ

小児用
肺炎
球菌

生後2月
以上、生
後60月に
至るまで

生後 2月～
7月未満

4回

1期初回：4週間以上の間隔で初
回 3回
追加：1 歳以上で 3 回目接種か
ら 60 日以上あけて 2歳に至るま
でに 1回

生後 7月～
12月に至るまで

3回

1期初回：4週間以上の間隔で初
回 2回
追加：1 歳以上で 2 回目の接種
から 60 日以上あけて 2歳に至る
までに 1回

生後 12 月～
24月に至るまで

2回 1回接種後 60 日以上あけて

生後 24 月～
60月に至るまで

1回

■ 3ワクチンの標準的な接種年齢

ＢＣＧ 変更前：生後 3月～ 6月 変更後：生後 5月～ 8月

■ BCGワクチンも接種対象月が変更となります
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4/19（金）
鉾田地区

  9：00 ～  9：20 スカイタウン集会所

  9：30 ～  9：50 野友公民館

10：00 ～ 10：20 半原公民館

10：30 ～ 10：50 借宿中央公民館前

11：00 ～ 11：15 宮下消防機庫

11：25 ～ 11：50 瀬古集荷所

13：00 ～ 13：20 鳥栖本郷学習館

13：30 ～ 13：55 新里公民館

14：05 ～ 14：25 下冨田学習館

14：35 ～ 15：00 南野会館

15：10 ～ 15：35 徳宿小前農協倉庫跡地

4/20（土）
旭・鉾田・大洋地区

　8：30 ～ 10：00 旭総合支所庁舎裏車庫前

10：30 ～ 12：00 鉾田市役所本庁舎脇車庫前

13：30 ～ 15：30 大洋総合支所庁舎脇車庫前

4/15（月）
旭地区

　9：00 ～ 　9：20 飯田生活会館

　9：30 ～ 　9：50 大沼消防分団機庫前

10：00 ～ 10：20 下鹿田集落センター

10：30 ～ 10：50 箕輪集落センター

11：00 ～ 11：20 上太田公民館

11：30 ～ 11：50 造谷小橋会館

13：10 ～ 13：30 上釜集落センター

13：40 ～ 14：00 荒地農村集落センター

14：10 ～ 14：30 子生コミュニティセンター

14：40 ～ 15：00 常磐公民館

15：10 ～ 15：35 樅山集落センター

4/17（水）
大洋地区

　8：50 ～ 9：10 天神平粗大ごみ積替え保管場所前

　9：20 ～　9：45 青山小角台集出荷所

　9：55 ～ 10：15 台の浜公民館

10：25 ～ 10：45 濁沢農村集落センター

10：55 ～ 11：20 上島東小学校裏（北側）

11：30 ～ 11：50 武与釜生活改善センター

13：00 ～ 13：25 荒地公民館

13：35 ～ 13：55 田子沼公民館

14：05 ～ 14：30 京知釜公民館

14：40 ～ 15：05 下沢集落センター

15：15 ～ 15：40 飯島公民館

4/18（木）
大洋地区

　9：00 ～ 　9：20 大蔵大洋運動場

　9：30 ～ 　9：50 上幡木農村集落センター

10：00 ～ 10：20 中居白鳥会館

10：30 ～ 10：50 江川農村集落センター

11：00 ～ 11：25 札公民館

11：35 ～ 11：55 阿玉農村集落センター

13：00 ～ 13：15 梶山集落センター

13：25 ～ 13：40 和田生活改善センター

13：50 ～ 14：10 吾妻原生活改善センター

14：20 ～ 14：35 二重作農村集落センター

鉾田地区
14：45 ～ 15：05 高田分団機庫

15：15 ～ 15：35 串挽上公民館
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か
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犬
を
飼
っ
て
い
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方
は
、
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回
、
狂
犬
病
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登
録
を
し
て
い
な
い
犬
、
新
し
く
飼
い
始
め
た
犬
（
生
後
91
日
以
上
）
は
登
録
が
必
要

で
す
。

※
飼
い
犬
が
既
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
市
役
所
生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

予
防
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公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
を
汚
す
な
ど
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

フ
ン
は
持
ち
帰
り
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
を

飼
っ
て
い
る
場
所
は
清
潔
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
悪
臭
の
苦
情
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
し
つ
け
を
行
い
周
囲
に
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
衛
生
面
に
注
意
し
、「
ふ
ん
」
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

●
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

　
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
捜
し
ま
し
ょ
う
。
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
事
は

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不

幸
な
動
物
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
育

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
望
ま
な
い
繁
殖
を
避
け
る
た
め
に
避
妊
・
去

勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
き
ち
ん
と
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

　
犬
の
放
し
飼
い
は
「
茨
城
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」
に
よ
り
５
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
し

つ
け
の
さ
れ
た
お
と
な
し
い
犬
で
も
他
の
犬
や
動
物
と
争
い
な
ど
で

興
奮
す
る
と
近
く
に
い
た
人
に
危
害
を
加
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
る
の
で
大
変
危
険
で
す
。
犬
を
つ

な
ぐ
綱
は
丈
夫
な
も
の
を
選
び
、
囲
い
の
中
で
飼
う
場
合
は
高
さ
や

強
度
に
注
意
し
て
犬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■注射手数料・・・・・3,500円
　（内訳）狂犬病予防注射料        2,950円
　　　　  注射済票交付手数料　    550円
　※未登録犬の場合・・・・・   5,500円

4/16（火）
旭地区

　9：00 ～　9：20 冷水田園都市センター

  9：30 ～ 10：00 勝下農村集落センター

10：10 ～ 10：25 柏熊新田集落センター

鉾田地区
10：35 ～ 10：55 華養院駐車場

11：05 ～ 11：25 大竹公民館

11：35 ～ 11：55 下荒地地蔵院

13：05 ～ 13：25 美原公民館

13：35 ～ 13：50 玄生公民館

14：00 ～ 14：20 田中コミュニティセンター

14：30 ～ 14：50 安塚コミュニティセンター

15：00 ～ 15：20 西台プール跡地

4/22（月）
鉾田地区

  8：50 ～  9：05 靭負公民館

  9：15 ～  9：35 上諏訪公民館

   9：45 ～ 10：05 安祥寺前農業研修センター

10：15 ～ 10：35 東野公民館

10：45 ～ 11：05 大戸学習館

11：15 ～ 11：45 舟木学修館

13：00 ～ 13：20 北山公民館

13：30 ～ 13：50 大川学習館

14：00 ～ 14：20 古新田公民館

14：30 ～ 14：45 大和田学習館

14：55 ～ 15：15 上冨田生活改善センター

15：25 ～ 15：40 藤沼公民館

問

　
散
歩
は
犬
を
抑
制
で
き
る
人
が
行
い
、
綱
（
リ
ー
ド
）
は
絶
対
に

外
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
犬
が
苦
手
な
方
や
小
さ
な
子
供
も
い
ま
す

の
で
、
周
囲
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
が
苦
手
な
人
も
い
ま
す
。
散
歩
は
注
意
し
て
！

犬
の
飼
い
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー



広報ほこた H25.4

2013.4 8

　
「
性
質
別
」
と
「
目
的
別
」
の
２
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
共
に
一
般
会
計
の

歳
出
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
性
質
別
歳
出
に

は
、そ
の
経
済
的
な
性
質
に
よ
っ
て
、支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
義

務
的
経
費
」
と
行
政
水
準

の
向
上
に
か
か
る
経
費
の

「
投
資
的
経
費
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
歳
出
に
占
め
る

「
義
務
的
経
費
」
が
高
く

な
る
ほ
ど
硬
直
し
た
財
政

と
な
り
ま
す
。
鉾
田
市
は
、

歳
出
に
占
め
る
「
義
務
的

経
費
」
の
割
合
は
約
47
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
の
予
算
と
比

較
す
る
と
、
義
務
的
経

費
で
あ
る
人
件
費
が
約

2
千
9
百
万
円
の
減
、

普
通
建
設
事
業
費
が
約

11
億
6
千
5
百
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
震

災
に
よ
る
道
路
な
ど
の

公
共
施
設
の
復
旧
工
事

は
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
災
害
復
旧
費
は
約

1
億
4
千
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地方交付税
6,450,000千円

34.57%

地方消費税交付金
350,000千円

1.88%

地方譲与税
290,000千円

1.55%

自動車取得税交付金
55,000千円

0.29%地方特例交付金
6,000千円
0.03%

利子割交付金ほか
54,000千円

0.29%

市債
1,992,600千円

10.68%

国庫支出金
2,405,576千円

12.89%

県支出金
1,311,669千円

7.03%

分担金及び負担金
187,725千円

1.01%

諸収入
407,505千円

2.18%

繰越金
200,000千円

1.07%

繰入金
352,586千円

1.89%

使用料及び
手数料

121,231千円
0.65%

財産収入ほか
39,693千円

0.21%

市税
4,436,415千円

23.78%

歳入

6,000万円

　　    １８６億

…
（69.21%）

…　自主財源
（30.79%）

　依存財源

歳出

人件費
3,012,199千円

16.14%

扶助費
3,483,016千円

18.67%

公債費
2,341,241千円

12.55%

普通
建設事業費

2,551,049千円
13.67%災害復旧事業費

27,550千円
0.15%

物件費
2,634,732千円

14.12%

維持補修費
133,737千円

0.72%

補助費等
2,589,817千円

13.88%

積立金
267,232千円

1.43%

投資及び出資金
7,800千円
0.04%

貸付金
53,172千円

0.28%

繰出金
1,538,455千円

8.24%

予備費
20,000千円

0.11%

…　義務的経費

　　　（47.36%）

　投資的経費

　　　（13.82%）

…　その他の経費

　　　（38.82%）

…

6,000万円

　　    １８６億

歳
出

歳入

議会費  163,436千円

総務費  1,548,935千円

民生費  6,033,347千円

衛生費  2,009,446千円

農林水産業費  777,038千円
商工費  97,021千円

土木費  1,944,684千円

消防費  1,110,500千円

教育費  2,315,275千円

災害復旧費  30,550千円

公債費  2,341,243千円

諸支出金・予備費  288,525千円

一般会計

▲ ▲ ▲ ▲ 歳入

歳出一般会計

▲ ▲ ▲ ▲

目的別歳出内訳

性質別歳出内訳

「
ど
こ
よ
り
も
住
み
た
い
ま
ち
」

「
誰
に
で
も
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
て

　

平
成
25
年
度
予
算
は
、
引
き
続
き
財
政
規
律
を
重
ん
じ

な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
市
民
生
活
の
安
定
に
向

け
、
被
災
者
支
援
対
策
や
農
産
物
の
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
、
防

災
対
策
な
ど
を
優
先
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
真
に
市

民
が
望
む
「
市
民
満
足
度
」
の
高
い
施
策
に
対
し
、
重
点

的
か
つ
効
率
的
な
財
源
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
１
８
６
億
６
，
０
０
０
万
円

　歳入は市税などの「自主財
源」と国や県などに頼った「依
存財源」に大きく分けられま
すが、この自主財源が多いほ
ど、行政活動の自主性と安定
性が確保されます。鉾田市の
自主財源は全体の約 30％にす
ぎず、依存財源が大半を占め
ている状況です。
　自主財源のうち市税は、約
3千 6百万円増（0.8％増）の
約 44 億 3 千 6 百万円となっ
ております。また、依存財源
の市債が、約 7億 9千 5 百万
円増（66.5％増）の 19 億 9
千 2 百万円となっています。
これは、合併特例債事業とし
て、鉾田北中学校の改築事業
や統合小学校整備事業などが
本格的に始まるため、増額と
なりました。

【
歳
入
】

　
地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
仕
事
を
行
う
た
め
に
必

要
な
経
費
を
賄
う
も
の
が
収
入
で
、
そ
の
団
体
の
会

計
年
度
に
お
け
る
一
切
の
収
入
を
歳
入
と
い
い
ま
す
。

▼ 

市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
す
。（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
）

▼ 

地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
地
方
交
付
税
は
、
団

体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
一
定
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
国
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
集
め
ら
れ

た
財
源
の
う
ち
、
一
定
割
合
の
額
を
、
地
方
公
共

団
体
に
再
配
分
す
る
も
の
で
す
。

▼ 

市
債
…
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
国
や
銀
行
な
ど

か
ら
借
り
入
れ
ま
す
。
公
共
施
設
建
設
の
よ
う
に

一
時
的
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と
し
、
か
つ
長
期

間
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る
も
の
の
財
源
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

▼ 

国
庫
支
出
金
…
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
国
庫
負
担
金
、
国
庫

補
助
金
、
国
庫
委
託
金
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▼ 

県
支
出
金
…
市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
で
、
通
常
は
使
途
が
特
定
さ
れ
ま

す
。

▼ 

繰
入
金
…
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り
崩
し
金
や
他

の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】

　

地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性
質
別
に
分
類
し
た
も

の
で
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

で
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費
）、
投
資
的
経

費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
で
道
路

や
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に
か
か

る
経
費
）、
そ
の
他
の
経
費
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

▼
人
件
費
…
報
酬
や
給
与
な
ど
で
す
。

▼ 

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

者
、
児
童
、
心
身
障
害
者
な
ど
に
行
う
支
援
の
た

め
の
経
費
で
す
。

▼ 

公
債
費
…
市
の
借
金
な
ど
を
返
済
す
る
た
め
の
経

費
で
す
。

▼ 

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
に

必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
す
。

▼ 

災
害
復
旧
事
業
費
…
災
害
で
被
災
し
た
施
設
を
復

旧
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼ 

物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費
な
ど

消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼ 

維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管
理
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

▼ 

補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
で
す
。

▼ 

積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た
め
、
財

源
変
動
に
備
え
て
積
立
て
る
経
費
で
す
。

▼ 

繰
出
金
…
一
般
会
計
、特
別
会
計
、基
金
と
の
間
で
、

相
互
に
資
金
運
用
を
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

平
成
25
度
予
算
の
概
要

用
語
解
説
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一人ひとりの健康と安心を支える地域づくり

主な事業をピックアップ

特別会計・企業会計 予算額　※（　）は前年度比

国民健康保険特別会計 7,822,184千円    （＋1.6%）
後期高齢者医療特別会計 433,677千円    （＋6.3%）
介護保険（保険事業勘定）特別会計 3,652,567千円    （＋3.6%）
介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 9,987千円    （△8.2%）
農業集落排水事業特別会計 454,246千円  （△13.3%）
公共下水道事業特別会計 606,125千円  （△22.4%）

水道事業会計
収益的支出 1,038,875千円    （△6.4%）
資本的支出 525,571千円  （△34.3%）

特別会計・企業会計地方債・基金残高
　市債残高は、地方交付税の振替え財源である臨時財政対策債や下水道事
業債の本格化に伴い増加傾向にありますが、今後も事業を厳選し合併特例
債の有効な活用に努めます。
　基金については、老朽化した公共施設の改修や建設事業など将来の負担
に備えるため積立を強化しています。

基金（貯金）残高推移

H20年度決算額 約61億円

Ｈ21年度決算額 約75億円

Ｈ22年度決算額 約96億円

Ｈ23年度決算額 約107億円

H24年度見込額 約134億円

市債（借金）残高推移

Ｈ20年度決算額 約287億円

Ｈ21年度決算額 約291億円

Ｈ22年度決算額 約296億円

Ｈ23年度決算額 約305億円

H24年度見込額 約311億円

　特別会計・企業会計予算合計は前年度比2.1％減の145億4,323万円となっ
ています。後期高齢者医療特別会計は被保険者の増により 6.3％増、公共下
水道事業特別会計は第 1期エリア整備完了に伴い 22.4％の減となりました。

次代の農業を中心
とした力強い産業
づくり 自然を感じる快適で安全な生活空間づくり

個性と多様性を尊び、地域文化をはぐくむ人づくり

市民を主役とする協働のまちづくり

東日本大震災災害対策関連施策

▶被災住宅支援事業　　　　   20,956 千円
▶災害見舞金給付、
　災害援護資金貸付　　　　   43,162 千円
▶被災住宅復興支援資金
　利子助成　　　　　　　　   10,303 千円
▶災害支援事業（農漁業）　　   4,793 千円
▶仮設住宅（民間賃貸住宅）借上げ事業  33,484 千円
▶災害対策事業　　　　　　   15,353 千円
▶総務施設災害復旧事業　　   47,193 千円
▶土木施設（排水路）
　　　　　災害復旧事業　     156,317 千円
▶農業施設災害復旧事業　　 　3,000 千円

▶健康増進事業　　　　　    100,520 千円
▶健康増進施設整備事業  　　24,000 千円
▶生活習慣病予防対策事業　　1,960 千円
▶予防接種事業　　　　　    104,097 千円
▶母子保健事業　　　　　　  42,715 千円
▶養育医療事業　　　　　　　5,355 千円
▶児童虐待防止対策緊急強化事業　    4,203 千円
▶地域生活支援事業　　　　  38,276 千円
▶通所型介護予防事業　　　　6,074 千円
▶地域ケアシステム推進事業　6,900 千円
▶高齢者クラブ活動事業　　　4,053 千円
▶老人福祉事業　　　　　　  10,628 千円

▶農業振興事業　　　　　　  61,880 千円

▶営農支援指導事業　　　　  11,350 千円

▶がんばる農家応援事業    　　 3,110 千円

▶水田等有効活用自給力

　強化向上対策事業　　　　  18,862 千円

▶新規就農総合支援事業　　  42,054 千円

▶戸別所得補償経営安定推進事業　    8,776 千円

▶経営体育成支援事業　　　  31,720 千円

▶鉾田うまかっぺフェスタ開催事業  13,439 千円

▶地域再生発見ＰＲ事業　　     1,316 千円

▶観光資源魅力向上事業　　     9,809 千円

▶観光大使事業　　　　　　     2,777 千円

▶鉾田北中学校校舎改築事業　    503,221 千円
▶統合小学校整備事業　　    108,403 千円
▶小学校耐震補強事業　　　192,926 千円
▶のびのび児童生徒推進事業  23,324 千円
▶学習等供用施設改修事業　  17,890 千円
▶公民館運営事業　　　　　　4,978 千円
▶図書館資料収集事業　　　　4,956 千円
▶ブックスタート事業　　　　   876 千円
▶スポーツ推進事業　　　　　6,783 千円
▶鉾田総合公園
　陸上競技場改修事業　　　  82,688 千円

▶まちづくり推進事業　　　　 4,741 千円
▶本庁舎耐震補強事業　　　   14,630 千円
▶人権教育事業　　　　　　　　578 千円

▶再生可能エネルギー導入促進事業  11,592 千円
▶温室効果ガス排出抑制事業　   695 千円
▶ごみ処理対策事業　　　　  15,604 千円
▶リサイクル推進事業　　　  67,098 千円
▶クリーンセンター維持管理事業    193,033 千円
▶市道整備事業　　　　　 1,365,217 千円
▶農道整備事業 　　　　　　 11,249 千円
▶交通安全施設設置事業　　  10,685 千円
▶消防施設整備事業　　　　  67,472 千円
▶防災無線放送施設管理事業  16,584 千円
▶環境衛生事業
　（スズメバチ巣駆除補助金）　   300 千円
▶上水道整備事業　　　　　107,228 千円
▶公共下水道事業　　　　     478,137 千円

　4月 1日から、一部地域で
供用が始まった公共下水道。
写真：鉾田水処理センター
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輝く未来へ羽ばたけ！

　震災からの復興と商店街の活性化に取り組んでいる、鉾田復興グルー
プが 3 月 23 日、市役所の駐車場で『本物大市』を開催。会場には本業を
生かした店舗が並んだほか、鉾田小や鉾田南中の吹奏楽の演奏、マグロの
解体やあんこうの吊るし切りなどたくさんの催しが行われ、家族連れなど
で大賑わいとなりました。復興グループ代表の
横田利春さんは「鉾田の元気を取り戻したいと 2
回目を開催しました。3 回、4 回と続け、みんな
で鉾田の魅力を高めて行きたいと思っています
ので、応援をお願いします」と話してくれました。

元気な鉾田を！「本物大市」大盛況

　3 月、市内の小中学校、幼稚園で卒業式や卒園式が行われました。3
月 21 日、上島東小の卒業式では 5 年生が演奏する行進曲『威風堂々』
により卒業生が入場、伊東啓一校長先生から「目標を持って物事に取り
組んで」「ありがとうの心をいつも忘れないで」と、卒業生に 2 つのお
願いが伝えられました。この後、卒業生は在校生の温かい拍手のもと、
新天地へ向けてたくさんの夢と希望を膨らませ、羽ばたいて行きました。

上島東小

旭中

鉾田幼稚園

自然と調和して暮らすために
～ 4 月から一部地域で公共下水道供用開始～

感謝状の贈呈

橋本知事も施設を見学

　安塚公園隣接地に建設が進められていた鉾田水処理センターで、3 月
27 日、開所式が行われ、来賓として、県知事、県議会議員、市議会議員、
区長、地元地権者の方などが参加。式典で鬼沢保平市長は「市民のみな
さまを始め関係者の方々のご協力により、鉾田水処理センターが完成し
ました。この処理施設は、高度処理運転が可能なオキシデーションディッ
チ方式を採用し、安全で衛生的な水質処理が可能です。今後は、さらに
汚水処理区域を広げて行きたい」などとあいさつ。また、橋本昌知事か
らは「北浦の水質改善には大変重要な施設で、供用開始は県としても大
いに期待しています。鉾田市はもとより県全体の生活排水の衛生処理に
つなげてほしい」などと祝辞が述べられました。式典終了後、鉾田水処
理センター玄関前で関係者が参列し、テープカットが行われました。

　2 月 26 日、鉾田市と利根コカ・コーラボトリング（千
葉県野田市）と災害協定締結に係る調印式が市役所で
行われました。協定では、災害時に同社の自動販売機
を通し飲料水を市民に提供することや、飲料水の優先
的な供給なども盛り込まれました。鬼沢保平市長は「災
害発生時の飲料水の確保は大変重要で、協定の締結は
大変心強く感謝します」と感謝の意を伝えました。
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！

　3 月 7 日、大竹小の児童たちから東北の震災被災地
東松島市へ、励ましのイラストやメッセージを書き込
んだ土のう袋 100 枚が送られました。この土のう袋は

『思いやりの心育成プロジェクト』として、事前に児
童と保護者が力を合わせ作成。「がんばれ日本」や「私
たちも応援しています」などと書き込まれた袋は、被
災地で清掃活動などに使われる予定とのことです。

　鉾田地区セーフティーマイタウンチームに青色パト
ロールカーが配置され、3 月 1 日、鉾田警察署で出陣
式が行われました。同チーム小島重男総括リーダーは

「パトロールカーによる巡回により、学校やコンビニ
エンスストアを含めた地域全体の防犯意識を、今まで
以上に高めて行きたいと思っています」と話してくれ
ました。式典終了後、パトロールカーのパトライトを
点灯し、地区内の巡回へと出動しました。
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　3 月 23 日、農産物直売所さんて旬菜館がリニューア
ルオープンし記念式典が行われました。「店内が明るく
なりましたね」「広くなって商品も増えたので便利にな
りました」とオープンに詰めかけた買い物客。同直売
所では、店内の売り場面積を拡張するとともに、照明
器具なども改修。また、鉾田ブランド産品コーナーな
ども設けられ、買い物客の利便性向上が図られました。

安
全
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Community & Communication

　第 6 回鉾田市美術展覧会
が、3 月 6 日 か ら 10 日 ま
で鉾田中央公民館で開催さ
れ、絵画・書・写真・工芸
美術作品合計 117 点が展示
されました。

「ぬくもりを感じて」
人権同和問題講演会

　2 月 23 日、大洋公民館で人権同和問題講
演会が開催され、中倉茂樹さんを講師に『ぬ
くもりを感じて』と題した講演が行われま
した。中倉さんは結婚差別を無くすため奮
闘しているとのこと。講演会でもご自身が
体験した差別をもとに「幸せになるために
親に気を使う必要はない。目いっぱい幸せ
になることが最高の親孝行です」と力強く訴えかけました。また、講演会前
には、鉾田市人権啓発ポスターコンクールの表彰式と、鉾田北中における人
権教育の取り組みなどの発表も行われました。

小学校で
クラッシック音楽会

　2 月 25 日、串挽小でクラッ
シック音楽の鑑賞会が行われ、
同校の児童 120 人と野友小の児
童 45 人が参加。クラッシック
の名曲やアニメソング、タイプ
ライターを楽器として使用した

『タイプライター』という曲な
どが演奏され、児童たちは真剣に耳を傾け音楽を
楽しんでいました。また、演奏会では、バイオリ
ンなど楽器の仕組みや音の伝わり方などの解説も
あったほか、手拍子や体を動かし音楽を表現する
ボディーパーカッションなども行われました。

協働のまちづくり　～ほこた塾卒塾式～

　東日本大震災から 2年を前にした 3月 10 日、本橋町で復興祭が行わ

れました。「昨年に引き続き復興祭を開催しました。震災の教訓を忘れ

ないことと、地域の絆を深めることが復興に向けて大切なことだと思っ

ています」と同区の髙野德一区長。たくさんのごちそうが振る舞われた

復興祭では、子どもからお年寄りまで楽しく過ごす姿が見られました。

復興祭で絆を深める ～本橋町復興祭～

　鉾田二高の写真部と生物

部が、3 月 9・10 日、市内

の空き店舗で 14 回目の写真

展となる『鉾田商店街ギャ

ラリンジャー』を開催。同

写真展では、震災直後と 2

年たった様子を比較した写

真や、被災した方約 100 人

のインタビュー記事が展示

されました。写真部長の

飯塚絢子さんは「震災直後

から、少しでも復興へつな

がればと取り組んできまし

た。私たち 3 年生は卒業し

ますが、復興への取組みを

継続していくことが大切だ

と思っています」と話して

くれました。

震災復興へエール

　3月 17 日、市役所駐車場で福祉バザー（鉾田市女性連絡協議会主催）

が行われ、地元の新鮮野菜や日用雑貨、衣類などのほか、お餅やとん汁、

トマトもつ煮なども販売され、たくさんの買い物客で賑わいました。

　この福祉バザーは同協議会が地域福祉貢献活動の一環として開催した

もの。売上金は、鉾田市社会福祉協議会へ寄付されました。

バザーで地域福祉へ貢献
～女性連絡協議会、福祉バザー～

　3月 7日、旭地区学習等供用施設で、市民が“まちづくり”について

学ぶほこた塾の第 13 期の最終講話と卒塾式が行われました。講話では

鬼沢保平市長が講師として『鉾田の魅力と将来の展望』と題し講演。鬼

沢市長は「鉾田の魅力は何と言っても豊かな自然です。東関東自動車道

の全線開通などを機に、鉾田のロケーションを生かして交流人口を増や

し、市の産業を盛り上げて行きたい」などと塾生に訴えかけました。卒

塾式では、吉田俊郎塾長から卒塾生に修了証が手渡されるとともに「こ

れからの活躍を期待しています」などとエールが送られました。

！～ギャラリンジャー 14 ～

美術の祭典！
鉾田市美術展

　2 月下旬から 3 月上旬にかけ
て『いちご摘み体験学習』（JA
ほこた、市産地ブランドアッ
プ振興協議会、市教育委員会
主催）が市内小学校 14 校を対
象に行われました。
　この事業は小学生の食育を
目的に開催され、いちご農家

の若林正寿さんの協力で、ハウス栽培されたいちごを収穫して食べました。
児童からは「すごく大きくてあまい」「摘みたてはおいしい」とニッコリ、
いちごのおいしさに感激する声が響きました。体験の思い出は、すばらし
い絵画になって “ファーマーズマーケットなだろう” に展示されました。

  おいしいイチゴに
       たくさんの笑顔

【入賞者（敬称略）】※学校及び学年は平成25年 2月現在
■茨城県人権ポスター入賞者　猪俣和沙（鉾田小 3 年）/ 横関  龍（舟木小 5 年）
■鉾田市人権ポスター入賞者　内山輝人（旭北小 1 年）/ 豊田  鞠（旭北小 6 年）
/ 佐伯翔琉（旭東小 5 年）/ 酒井美空（旭南小 2 年）/ 山口瑛斗（徳宿小 2 年）
/ 髙野清音（徳宿小 3 年）/ 水野結衣（徳宿小 5 年）/ 田口大和（諏訪小 1 年）
/ 菅谷冴介（新宮小 3 年）/ 塙　巧（大竹小 2 年）/ 郡司遥香（青柳小 4 年）
/ 越川良眞（白鳥西小 4 年）/ 宮本花桜（白鳥西小 4 年）/ 瀬尾幸斗（白鳥西
小 6 年）/ 大曽根美希（鉾田北中 2 年）/ 渡邊雅之（大洋中 2 年）

【入賞者（敬称略）】
絵画の部　◇市長賞：井坂麗子◇教育長賞：富樫義久◇茨城新聞社賞：梅原仁
　　　　　◇優秀賞：橋村恵子 / 田中丈夫◇奨励賞：谷田川瑞生（鉾田一高）/
　　　　　沼田友里子（鉾田一高）/ 出沼結美（鉾田二高）/ 田山真稀子（鉾田一高）
書の部　　◇市長賞：山本幸茱◇教育長賞：保科香蕉◇茨城新聞社賞：石崎紫峰
　　　　　◇優秀賞：鬼沢幸蓮 / 遠峰功人◇奨励賞：村岡　幸（鉾田一高）/
　　　　　藤沼優美（鉾田二高）/ 野島旭香（鉾田二高）
写真の部　◇市長賞：中島庸介◇教育長賞：柳橋政義◇茨城新聞社賞：鈴木芳郎
　　　　　◇優秀賞：豊島　宏 / 井川　光
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スポーツ賞（個人の部）　敬称略　■大会の名称はスペースの関係上省略して記載しています

種目　　　　氏名（所属）　　　　　　主な大会

○柔　道　　清宮麻央（上島東小）　　県小学生学年別柔道大会

　　　　　　米川舞彩（大洋中）　　　県中学校新人体育大会

　　　　　　尾島有香（大洋中）　　　県中学校新人体育大会

　　　　　　田中雅也（旭中）　　　　県中学校新人体育大会

　　　　　　梅原崚太（旭中）　　　　県民総合体育大会中学校大会

　　　　　　鈴木昭輝（旭中）　　　　関東中学校柔道大会

　　　　　　小野瀬優人（旭中）　　　全国中学校柔道大会

　　　　　　米川菜々美（旭中）　　　県中学校新人体育大会

　　　　　　青木紗佳（旭中）　　　　県民総合体育大会中学校大会

　　　　　　田山美紀（旭中）　　　　関東中学校柔道大会

○弓　道　　河原未帆（清真学園中）　県中学校新人体育大会

○空　手　　石田莉菜（旭北小）　　　県少年空手道選手権大会

　　　　　　石田美奈（旭北小）　　　小・中学生全国空手道選手権大会

　　　　　　長峰湖雪（鉾田南中）　　小・中学生全国空手道選手権大会

　　　　　　山口朝陽（鉾田北中）　　小・中学生全国空手道選手権大会

　　　　　　楠　理久（旭中）　　　　小・中学生全国空手道選手権大会

　　　　　　石田佳奈（旭中）　　　　小・中学生全国空手道選手権大会

○陸　上　　川鍋弘希（大和田小）　　県小学生陸上競技大会

　　　　　　海老澤美咲（大和田小）　県小学生陸上競技大会

　　　　　　山口優香（鉾田南中）　　県中学校新人体育大会

　　　　　　遠峰もも子（鉾田南中）　関東中学校陸上競技大会

　　　　　　川澄克弥（旭中）　　　　全国中学校陸上競技大会

　　　　　　庄司祐堂（鉾田一高）　　関東高等学校選抜新人陸上競技大会

　　　　　　内田有哉（鉾田一高）　　関東高等学校陸上競技対校選手権大会

　　　　　　青木颯斗（鉾田一高）　　関東高等学校陸上競技対校選手権大会

○ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ　大和田寿美礼（野友小）　関東小学生バドミントン選手権大会

○ｿﾌﾄﾃﾆｽ　　取次咲季（大洋中）　　　関東中学校ソフトテニス大会

　　　　　　菅谷萌愛（大洋中）　　　関東中学校ソフトテニス大会

　　　　　　山崎桃子（鉾田一高）　　県高等学校ソフトテニス新人大会

　　　　　　白田瑞貴（鉾田一高）　　県高等学校ソフトテニス新人大会

　　　　　　菅谷結衣（鉾田二高）　　関東高等学校ソフトテニス大会

　　　　　　鬼澤　英（茨城工専）　　全国高等専門学校体育大会

　　　　　　小林美穂（神栖ﾚｯﾄﾞｼﾞｬｲｺ） 全日本クラブソフトテニス選手権大会

　　　　　　高野隆之（市ｿﾌﾄﾃﾆｽ連盟）　全日本シニアソフトテニス選手権大会

○野　球　　白井　亨（鉾田南中）　　15U 全国 KB 野球秋季大会

　　　　　　菅谷庄太郎（旭中）　　　日台国際野球大会

　　　　　　市毛孝宗（霞ヶ浦高）　　秋季関東地区高等学校野球大会

　　　　　　藤枝浩平（常総学院高）　秋季関東地区高等学校野球大会

○ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ　小室望海（旭中）　　　　JOC 都道府県対抗ｼﾞｭﾆｱﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会

　　　　　　鬼沢祐輔（常磐大学高）　全国高等学校総合体育大会茨城県予選会

鉾田市体育協会スポーツ賞・功労賞表彰
○卓　球　　堤　昴平（茨城工専）　　関東高等学校選抜卓球大会

○ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ　黒田千夏（鹿島学園）　　県高等学校新人大会

　　　　　　江沼実来（鹿島学園）　　県高等学校新人大会

　　　　　　額賀理紗（鹿島学園）　　県高等学校新人大会　　　　　　

　　　　　　田口彩乃（鹿島学園）　　県高等学校新人大会

　　　　　　小野瀬莉奈（鹿島学園）　県高等学校新人大会

　　　　　　田口秀佳（水戸商高）　　全国高等学校総合体育大会

　　　　　　方波見郁奈（水戸商高）   全国高等学校総合体育大会

　　　　　　遠峰加奈絵（水戸商高）   全国高等学校総合体育大会

○体　操　　宮内郁春（鉾田南中）　　関東中学校体操競技大会

スポーツ賞（団体の部）　敬称略　■大会の名称はスペースの関係上省略して記載しています

団体名　　　　　　　　　　　主な大会

大洋中学校女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部　　県中学校新人体育大会

大洋中学校女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部　　　関東中学校ソフトテニス大会

大洋中学校女子柔道部　　　　県中学校新人体育大会

鉾田南中学校女子体操部　　　関東中学校体操競技大会

鉾田南中学校男子水泳部　　　関東中学校水泳競技大会

旭中学校女子柔道部　　　　　県中学校総合体育大会

旭中学校男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部　　県中学校新人体育大会

旭中学校男子駅伝部　　　　　県中学校総合体育大会

鉾田第一高等学校女子剣道部　関東高等学校剣道大会

鉾田第一高等学校男子陸上競技部　関東高等学校陸上競技対校選手権大会

鉾田第二高等学校男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部　全国高校総体ソフトテニス大会茨城予選会

山王球友会　　　　　　　　　関東 6・9 人制ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ男女選手権大会

功労賞（個人の部）　敬称略
氏名　　　　　所属

増子好夫　　　大洋中学校

田山まさ江　　鉾田市バドミントン連盟

小野瀬房子　　鉾田市バレーボール連盟

岸田一美　　　鉾田市体育協会

問　  鉾田市体育協会   ☎ 32-4263（日・月・火定休）

SPORT
鉾田杯中学生バレーボール大会

第７回

　3月 2・3日、鉾田総合運動公園体育館で第

７回鉾田杯中学校バレーボール大会（市体協

主催）が開催され、選手たちは懸命にボール

を追いかけ、熱戦が繰り広げられました。

【大会結果（市内入賞のみ）】（敬称略）
女子の部
　準優勝　　大洋中
　第３位　　旭　中

誠道塾杯柔道大会

第７回

　3月 9 日、鉾田総合運動公園体育館で第７

回誠道塾杯柔道大会が開催され、市内外から

小中学生 506 名が参加し、日頃鍛えた力と技

を存分に発揮していました。

【大会結果（市内優勝のみ）】（敬称略）
優　勝　　小 6 男子５0kg 級
　　　　　小野瀬風起（旭柔道クラブ）

ほこたオープン卓球大会

第 11 回

　3月 17 日、大洋中学校体育館で第 11 回ほ

こたオープン卓球大会（市卓球連盟主催）が

開催され、392 名の選手が参加し、熱戦が繰

り広げられました。

【大会結果（市内入賞のみ）】（敬称略）
中学男子個人
　準優勝　　藤田隆之介（鉾田南中）
　第３位　　小見洸貴（大洋中）
　　　　　　平沼拓朗（鉾田南中）
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農業委員会からのお知らせ
市農業委員会事務局　☎ 33-2111（内線 1251・1252）問

【農地相談】
　日　時　4/9（火）
　　　　　○大洋総合支所　9:00 ～ 11:30
　　　　　○旭総合支所　　13:30 ～ 16:00
　内　容　農業委員会に関する各種申請書
　　　　　の受付と審査
※４月定例総会　4/25 （木）

inviteinvite募集します 募集します
高速道路事業等相談窓口

（茨城空港北 IC ～（仮）鉾田 IC 間）

東日本高速道路（株）水戸工事事務所
☎ 029-253-3000（平日 9:00 ～ 17:00）

問

相  談  日　毎月第2火曜日・第3火曜日
　　　　　（4月は、9日と16日です。）
相談時間　10:00 ～ 16:00
場　　所　鉾田市役所敷地内（プレハブ事務所）
内　　容　土地（用地・補償・相続）に関する事
　　　　　及び用地・補償契約に関する相談

特設人権相談所の開設について

市福祉事務所 社会福祉課　☎ 33-2111（内線 1565）問

日　時　4/12（金）10:00 ～ 
場　所　鉾田中央公民館
内　容　差別問題、家庭内の問題、金銭賃借
　　　　借地借家、近隣間の揉め事等の相談
※相談無料・予約不要ですので、気軽にご利
　用願います。

戦後、引揚時に税関等に
預けられた証券等の返還について

横浜税関 業務部 税関相談官室　☎ 045-212-6000問

　税関では、終戦後に外地から引き揚げてこ
られた方々が、税関などに預けられた通貨や
証券などをお返ししています。
　ご本人はもとより、ご家族の方でも心当た
りのある方は、お気軽にお問い合わせくださ
い。
　税関でお返ししている通貨・証券などは次
のものです。
○帰国前に、在外公館や日本人自治会等に預
　けられた通貨・証券類などのうち、その後
　日本に返還されたもの
○上陸地の税関、海運局に預けられた通貨・
　証券類など

消費生活相談員等養成講座
　　　　　　　　   受講生募集

 問    茨城県消費生活センター 相談試験課　☎ 029-224-4722

応募期間　4/8（月）～ 5/17（金）必着
　茨城県消費生活センターでは、消費生活専
門相談員の資格取得を目指す方を対象に講座
を実施します。消費者問題に関心を持ち、専
門知識の習得に意欲のある方のご応募をお待
ちしています。
講座期間　7 月～ 9 月の土・日曜日（15 日間） 
定　　員　60 名
場　　所　土浦市亀城プラザ
応募方法　申込書に履歴書と受講希望理由   
　　　　　(400 字以内）を添えて郵送又は直
　　　　　接持参して下さい。申込書につい
　　　　　ては、茨城県消費生活センターの
　　　　　ホームページからダウンロードで
　　　　　きます。

（http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/seikan/syose/）
提  出  先　〒 310-0802　
　　　　　水戸市柵町 1-3-1　水戸合同庁舎内
　　　　　茨城県消費生活センター　相談試験課

上下水道料金が
　　「コンビニ」で納付できます

 問  　市役所 水道課　☎ 32-4333

　平成 25 年 4 月 1 日から全国のコンビニで
上下水道料金の支払いができるようになりま
す。あわせて納入の用紙も変更になります。
また、従来どおり指定金融機関窓口でも納付
可能です。なお、3 月 31 日までに発行した納
付書ではコンビニでのお支払いはできません
ので、ご注意ください。
○利用できるコンビニエンスストア
　セブンーイレブン、ローソン、サンクス、
　ミニストップ、ヤマザキデイリーストアー、
　ヤマザキスペシャルパートナーショップ、
　デイリーヤマザキ、サークル K、タイエー、
　スリーエイト、セイコーマート、ポプラ、
　ファミリーマート、コミュニティ・ストア、
　ハセガワストア、くらしハウス、生活彩家、
　スリーエフ、セーブオン、スパー北海道、
　MMK 設置店、ココストア、エブリワン

※こんな場合はコンビニエンスストアで
　は納付できません
　・バーコードの印字がないもの
　・破損、汚損などによりバーコードが読
　　み取れないもの
　・金額を訂正したものや督促手数料、遅
　　延金襴に金額を記入したもの
　・金額が 30 万円を超える場合（この場
　　合バーコードが印字されません）　
　・納期限が過ぎた場合

健康診査受診について

　被用者保険（協会けんぽ、健保組合、共済
組合）の被扶養者の方及び国保組合の被保険
者の方についても、受診券をお持ちの方は、
当市が実施しているミニドック健診及び基本
健診と同様の日時、場所で受診することがで
きます。各医療保険者が発行する「受診券」
と「被保険者証」及び各医療保険者で定める

「一部負担金」をご持参のうえ、健診会場に
お越しください。
　なお、「受診券」に関してご不明な点など
がある場合は、「被保険者証」を発行してい
る各医療保険者にお問い合わせください。

旧鉾田陸軍飛行場写真パネル展
－抱えきれぬ程の未来があったのに－

憲法９条の会・鉾田　☎ 33-3193問

日　時　4/10（水）～ 21（日）
　　　　9:00 ～ 16:00　※月曜日休館
場　所　鉾田中央公民館　1階　ロビー

自動車税は納期限（5/31）
　　　　までに納めましょう！

  行方県税事務所 収税課　☎ 0299-72-0482問

　自動車税は毎年４月１日現在で自動車を所
有している方に課税されます。
　納税通知書は、５月上旬の発送を予定して
おり、納期限は５月３１日（金）となります。
　お近くの金融機関、コンビニエンスストア
または県税事務所で納
期限までに納税してく
ださい。
　また、継続検査用（車
検用）の納税証明書は、
車検のときに必要とな
りますので大切に保管
してください。

4/23は「子ども読書の日」です！

鉾田市立図書館　☎ 33-2111（内線 1565）問

　4月23日から5月12日まで、「たくさん読ん
で大きくなあれ」を標語として第55回子ど
も読書週間が行われます。書物に親しみ、読
書の喜びや楽しみを知り、物ごとを正しく判
断する力をつけておくことは、子どもたちに
とって大切なことです。市立図書館では本は
もちろん DVD や CD、ビデオ、紙芝居などの
貸出もしております。
ぜひ、子どもたちがい
ろいろな本を読むきっ
かけを作りに図書館に
来てみませんか？

前期危険物取扱者試験
　　及び準備講習会について

【危険物取扱者（甲 ･ 乙 ･ 丙種）試験】
期日 場　所 受付締切

Ａ
日
程

6/8
土浦工業高等学校

茨城工業高等専門学校
鹿島高等学校

書面 4/24

電子 4/21

Ｂ
日
程

6/30 茨城大学
下館工業高等学校

書面 5/22

電子 5/19

申込問合せ先
　（財）消防試験研究センター 茨城県支部
　〒 310-0852  水戸市笠原町 978-25 茨城県開発公社ビル４F
　☎ 029-301-1150　http://www.shoubo.shiken.or.jp

【危険物取扱者試験準備講習会】
　受付締切　講習日の 1 週間前まで（必着）
種類 期日 場所 定員

乙種

4/17・18 鹿嶋勤労文化会館 180
4/23・24 霞ヶ浦環境科学センター 150
5/21・22 茨城県市町村会館 105
5/11・12 水戸市国際交流センター 90

甲種 5/9・10 茨城県市町村会館 105

申込問合せ先
　（公社）茨城県危険物安全協会連合会
　〒 310-0852 水戸市笠原町 978-26 茨城県市町村会館２F
　☎ 029-301-7878　http://www.ibakiren.or.jp

申込方法　郵送又はインターネットでお申込
　　　　　みください。
※受験願書・申込用紙は、鉾田消防署、旭出
　張所、大洋出張所にあります。

多重債務相談の
　　　窓口を開設しています

一人で悩まず相談してみませんか。
返済のために借金を重ねている、返済してい
るのに元本が減らない。状況をお聞きし債務
整理のアドバイスや法律専門家への引継ぎを
しています。相談無料。
水戸財務事務所 多重債務相談窓口
専用ダイヤル　０２９－２２１－３１９０
平日 ８：３０～１２：００　１３：００～１６：３０

茨城県からのお知らせ
県女性青少年課　☎ 029-301-2183問
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募集期間　4/8（月）～ 12（金）
　「からだスッキリ教室」が 5 月からスタートします。
ウォーキングをはじめ、自宅でできる様々な運動を全
８回の教室で行っていきます。一緒にいい汗を流して
運動習慣を身に付けていきましょう。「何か運動を始
めたい！」「運動はしているけど、他の運動もやって
みたい！」という方、お気軽にご応募ください。
応募条件　市に住所を有する 40~65 歳の方で、自宅で
　　　　　できる運動を身に付けたい方
日　　時　10：00 ～ 11：30（受付 9:30 ～）

場　　所　鉾田保健センター
定　　員　30 名（新規優先、先着順）※参加無料
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市立図書館休館日 4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

休館日

つくば（9:00～21:00） ☎029-852-9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072-727-2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20:00～23:00） ☎0299-82-3817
鹿嶋市宮中1998-2  鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18:30～23:30）
日曜日・祝日・年末年始（9:00～17:00）
☎029-254-9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応）         ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34-0110
鉾田消防署 ☎34-0119
旭 出 張 所 ☎34-4119
大洋出張所 ☎34-5119
火災情報テレホンサービス ☎32-2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

警察・通報　110
火災・救急　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は
防災無線テレホンサービス ☎34-8770
 ☎34-8771

納税カレンダー

介護保険料 １期 納期限
4/30（火）

市役所秘書広聴課
☎33-2111（内線1211）

問

とき　4/10（水）　17：00～19：00
　　　鉾田中央公民館

行政相談  （定例）

電話番号 4月

鉾 田 病 院 32-3313 7・29

高 須 病 院 33-2131 14・5/3

ハ タ ミ 病 院 33-3158 21

北浦整形外科 33-2136 28

鉾田市メール配信サービス
□インターネット（HP へアクセスして登録）

 https://service.sugumail.com/hokota/member/
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 

 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

                                       t-hokota@sg-m.jp

ひばりくん防犯メール
 □携帯電話（次のアドレスへ空メールを送信し、登録確認 

 メールが届いてから画面の指示に従って登録してください。）  

add@mail1.police.pref.ibaraki.jp　　　　　

市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス市の花　ヒマワリ

休日診療 （4/３～5/３まで掲載）

心配ごと相談（事前予約制）

鉾田市社会福祉協議会
　　　　鉾田本所　
　　　　旭  支  所　
　　　　大洋支所　

問
☎32-5831
☎37-3571
☎34-5200

とき　4/25（木）鉾田中央公民館
　　　5/23（木）旭地区学習等供用施設
※弁護士による無料法律相談
※時間は10：45～15：00
※定員13名になり次第締切

健康カレンダー （4/３～5/３まで掲載）

鉾田保健センター 
旭 保 健 センター 
大洋保健センター 

問 ☎33-3691
☎37-1411
☎39-4866

事業名 場所（項目） 4月

育児相談

旭 23（火）

鉾　田 10（水）

大　洋 16（火）

乳児健診 鉾　田 10（水）
（H24.12生）

10 ヵ月児
歯科相談 鉾　田 10（水）

（H24.6生）

幼児健康診査 鉾田

1歳半健診 11（木）
（H23.9 生）

2  歳  児
歯科検診

12（金）
（H22.9 生）

3歳児健診 9（火）
（H21.10 生）

マザークラス 旭
（全2回）

①25（木）②5/16
（Ｈ25．8・9予定日）

赤ちゃん教室 旭
（全2回）

①25（木）②5/16
（H24.12～H25.1生）

機能回復訓練
（リハビリ） 旭・鉾田・大洋

事前の予約や申
込みが必要にな
ります。

精
神
保
健
事
業

デイケア 鉾　田

フリークラブ 大　洋

市役所秘書広聴課
☎33－2111（内線1211）

問

市民と市長の朝市トーク

とき　4/8（月）大洋総合支所
　　　5/7（火）旭総合支所
※時間は8：15～9：15

消費生活に関する相談

鉾田市消費生活センター    ☎33－2992問

とき　平日9:00～12:00　13:00～16:30
　　　鉾田市消費生活センター(鉾田保健センター内）
※契約のトラブル・多重債務問題など

　3月４日に行われた朝市トークでは、健康に関するこ
とやペットの飼い方のことなどが話題となりました。

春です！新しいこと、始めてみませんか？
『からだスッキリ教室』参加者募集
 問  　市役所健康増進課  鉾田保健センター　☎ 33-3691

鉾田地区防犯協会ホームページ
 □ http://www111.ocn.ne.jp/~hokobou

第１回 5/14 ウォーキングの基礎を学ぼう
第２回 5/28 市内をウォーキングしよう
第３回 6/11 マットサイエンス part １
第４回 6/25 　　　〃　　　　part ２
第５回 7/9 筋トレ＆ストレッチ part １
第６回 7/23 　　　　〃　　　　part ２
第７回 8/20 ピラティス
第８回 9/3 これまでの運動を振り返ろう

『市民農園』利用者募集
 問    市役所 企画課　☎ 33-2111（内線 1301）

自分で作った野菜を食卓に !!
場　所　鉾田市徳宿地内　鉾田農業高校隣
利用料　3,000円 / 年
期　間　4/1 ～ 3/31まで（毎年度契約更新）
面　積　1区画　42㎡（6m ×7m）
資　格　市内及び市近郊に在住の方
受　付　随時募集（定員になり次第終了）
申込先　市役所企画課まで認印と利用料金を
　　　　持参してお申込みください。
その他　農場に鍬・スコップ・一輪車・万

まんのう

能
　　　　・堆肥（有料）など用意してあります。

コンビニ

至水戸
額

相

鉾田市スポーツ教室 生徒募集
 問    市教育委員会 生涯学習課　☎ 37-4342

　市教育委員会では、初心者や初級者の方を
対象に、「たのしみながら」スポーツの技術、
ルールやマナーを学べる教室を開講いたしま
す。一緒に汗を流しましょう！

【卓球教室】（春季）
期　間　4/5 ～ 6/7までの毎週金曜日（全10回）
時　間　19:30 ～ 21:30
場　所　鉾田総合運動公園体育館
申　込　申込み手続きは必要ございません。
　　　　直接会場へお集まりください。
その他　参加の際には、「運動ができる服装」
　　　　「体育館シューズ」「ラケット」「タオル」
　　　　「飲み物」等を用意してください。
　　　　※ラケットのない方は、貸し出しも
　　　　　いたします。


